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表 1 作業療法士学校 ･養成施設数,定員
区 分 学 校養 成施設数 定
員学 校(文部大臣指定) 短 期 大 学 13
2554年制大学 4 100
計 17 355養 成 施 設(厚生大臣指定)
国 (厚生省) 9 1
80国 (その他)
1 20都 道 府 県
私 立 20 6
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年物 理 学 45 人 文 科 学 90 人
文 科 学 90科 学 45 社 会 科 学 90 社 会
学自 然 科 90医 学 的 心
理 学 45 教 育 学 (45)
医 学 用 語 30 人 間 発 達 学
(45)公 衆 衛 生 30 自 然 科 学 90
保 健 体 育 75 保 健
体 育外 国 語 60小 計 3
45 小 計 360解 剖 学 255 解
剖 学 195 解 剖 学 165生 理 学 150 生 理 20 生 理
120運 動 学 45 運 動 学 90 運 動 学 9病 理 60 病 理 45 病 理 学 概 論 3医 学 般 臨 床 心 理一 般 臨 床 医 臨 床 心 理リハ ビリテーシ ョン概医一
般 臨 床 医 学 30整形外科概論及び一
般外科概論 60 整 形 外 科 学 60 内 科 学整 形 外 科 60神 経 . 筋 系 障 害 12 臨 床 神 経 神 経 内
精 神 医 学救 急 . 消 毒 法 9045 精 神 医 学 90 精 神 医 学小 児 科
人 間 発 達 学 903小 計 1,080 小 計 795 小 計 855作 業 療 法臨 床 実 習 546 作 業 療 法 原 理 4 作 業 療 法 概 論技 法身体障害に対する作業療精神.日 常 生 活 動 作職 業 前 評 価 と 訓 練臨 床 実 習 102061,08 基
礎 作 業 学作 業 療 法 評 価 法業 治 療技
術臨 床 実 習
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図4 分野別就職比率
帰施設では法による作業療法士の配置が必置条
























































































































































































































































































































































お わ り に
作業療法士という-職種の現状を分析し,主
として当学部における作業療法学科の課題を明
確にすることで,今の医学 ･医療の行き詰まり
と課題が見えたように思われる｡ 当学部はこう
した医療 ･医学の課題を解決する専門職の教育
と研究を目的としている｡ しかし一方,19世紀
末の ドイツ医学をモデルに,軍医をまねいて指
導を仰いで確立された日本の近代医学のシステ
ムは,形骸化し始めたとはいえ,まだ医療従事
者の教育にも大きく影を残している｡ 医療 ･保
健 ･福祉の現状にそった教育を行うには,これ
までの医学教育に追従した形を大きく転換して
いく必要がある｡ 特にリハビリテーションとい
う保健 ･福祉領域に大きく職域が拡大しつつあ
る作業療法に関しては,これから新しく体系化
していく分野であるため,専門職種による教
育 ･研究が十分に行える体制を整えることが必
要である｡
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